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研究要旨 
肝炎対策基本法や厚生労働省健康局長通知などにより実施されているウイルス性肝炎患者等の重症化予防
推進事業における「陽性者フォローアップ事業」を支援する電子カルテを活用した機能・運用が検討されて
いる。本研究では、すでに検討・構築されている機能・運用に基づき、より多くの医療機関への機能・運用
の展開を目指している。 
電子カルテ上で患者カルテを開いている際と開いていない際に大別した上で、必要な機能が洗い出され、電
子カルテベンダー・製品・型式（バージョン）の現況を踏まえた開発がなされ、各ベンダーにより違いはあ
るが、陽性者フォローアップ支援機能のさらなる機能向上と展開の目処が立ちつつある、と示唆された。 

A．研究目的 
平成 22 年に施行、平成 25 年に改正された肝炎対策
基本法、ならびに、厚生労働省健康局長通知「特定感
染症検査等事業について」などにより、ウイルス性肝
炎患者等の重症化予防推進事業が実施されている。
事業の中で、「陽性者フォローアップ事業」において、
「電子カルテによる肝炎ウイルス検査陽性者受診勧
奨システムの拡充」が取り組まれ、電子カルテや検査
部門システムなど情報システムがほぼ整備されてい
る肝炎拠点病院を中心に、システムをも活用した機
能・運用が検討されている。 
本研究では、すでに洗い出された必要なシステム機
能と運用が、より多くの病院に普及され、汎用的に活
用され、肝炎拠点病院を中心として、陽性者フォロー
アップが、情報化した医療社会として推進されるよ
う支援する。 
B．研究方法 
昨年度実施された肝炎拠点病院の情報化の現況の調
査結果（図１、２）に基づき、各病院の情報化を主に
担う電子カルテベンダーと協議する。 
洗い出された陽性者フォローアップ支援機能（図３）
を、各ベンダーでどのように開発し、機能を整備する
かをまとめ、当該機能が展開される計画を策定する。 
C．研究結果 
調査を実施した肝炎拠点病院の主要な電子カルテベ

ンダーと、肝炎拠点病院以外の病院も含めた際の主
要な電子カルテベンダーの各社（富士通、日本電気
(NEC)、日本アイ・ビー・エム(IBM)、東芝メディカ
ルシステムズ、ソフトウェア・サービス(SSI)、シー・
エス・アイ(CSI)）と協議し、各社の開発内容と計画
をまとめた。（図４～１４、表１、２） 
D．考察 
電子カルテを活用して、よりよい医療を行う時代に
応じ、電子カルテを活用するためのシステム機能と
運用を考案し、主要な電子カルテベンダーでの開発
機能、ならびに、開発する計画、ユーザーへの展開の
予定を立てることができた。 
しかし、各社リリースできる機能が異なり、また、リ
リースできる時期や、当該機能を適応できる電子カ
ルテバージョンに違いがあるため、肝炎拠点病院、さ
らには、地域で肝疾患を診療する病院への普及には、
まだ、それなりの時間や検討の余地が存在する。 
特に、リリースできるバージョンで、時期を迎えたと
しても、各医療機関で、電子カルテベンダーとの間で
取り交わされている保守契約の内容によっては、保
守の範囲での適応が不可能な場合もある。また、バー
ジョンは適応範囲内だとしても、標準仕様に対して、
各医療機関で独自のカスタマイズ・改変を施してい
る場合、このたび開発された機能を適応して、新たな
問題や障害が発生しないかの調査、または、的確な適
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応をするための改変箇所への個別での別途対応が生
じる可能性がある。 
これらを考慮し、本研究で開発された標準的な機能・
運用の展開には、今後も、引き続き、個別での適応を
希望する医療機関での詳細な実態調査と適応への作
業内容の確認、作業計画の策定が必要と思われる。 
なお、本研究で開発された標準的な機能が適合でき
ないバージョンであったり、各社が示したリリース
予定よりも前倒しで特別対応を求めたり、また、標準
的な機能ではない独自カスタマイズを希望する際は、
さらに各医療機関で個別でのコストが発生すること
は必然であるため、十分に心得たうえで要望する必
要がある。 
 

E．結論 
ウイルス性肝炎患者等の重症化予防推進事業が、情
報化医療の時代に即した速さで、スムーズに進めら
れるよう、本研究で洗い出された陽性者フォローア
ップ支援機能を少しでも多くの医療機関に展開され、
システムによる効果が評価・検証され、更なる機能向
上・運用展開を図られ、陽性者フォローアップ支援が
拡充されることを期待する。 
G．研究発表 
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図１．調査用紙 
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図２．調査結果 
 

 
図３．フォローアップ支援機能 
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図４．富士通 開発機能 

 
図５．富士通 開発・展開計画 
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図６．日本電気（NEC） 開発機能 1/2 

 
図７．日本電気（NEC） 開発機能 2/2 
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図８．日本アイ・ビー・エム（IBM） 開発機能 1/2 

 

 
図９．日本アイ・ビー・エム（IBM） 開発機能 2/2 
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図１０．日本アイ・ビー・エム（IBM） 開発・展開計画 
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図１１．東芝メディカルシステムズ 開発機能 1/2 

 
図１２．東芝メディカルシステムズ 開発機能 2/2 
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図１３．ソフトウェア・サービス 開発機能 1/2 

 
図１４．ソフトウェア・サービス 開発機能 2/2 
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表１．各社 開発機能 まとめ（○：実装済、△：開発中、？：検討中） 

 
 
 

表２．各社 開発・展開 現況と今後 

 


